
児童が意欲的に取り組み，低学年からのつまずきを解消する取組
「学力が定着しない」 「学校全体で取り組みたい」

呉市立広小学校では，「学習意欲が低い」「学力が定着しない」という課題を「学校全体で取り組んで解決したい」という思いをもち，低学年からの学力の定着を図るために「研究授業の充実・授業
改善」「放課後補充学習の充実」に取り組んできました。
１つ目の「研究授業の充実・授業改善」では，「授業が児童にとって意欲的に取り組みたくなる学習内容」，「学習理解ができるような全体への手立てと個への手立て（視覚化・焦点化・共有化・動

作化等）」を工夫してきました。そして，個へ焦点をあてた研究授業を通して学校全体で授業改善の方向性を共有化することができました。
２つ目の「放課後補充学習の充実」では，授業の学習の内容がより定着するように，児童のつまずきに応じた教材を準備して，つまずいている内容が定着できるよう学校全体で取り組みました。
これらの取組によって，昨年度標準学力調査では，１～３年生の学年平均点は，国語・算数ともに全国を上回り，特に算数はいずれの学年も全国比＋５ポイント以上と，低学年段階のつまずきが解消

されてきました。授業における児童アンケート，「これまで習ったことを使って，問題の解き方を考えて，学習している。」では，肯定的評価94％と学習意欲の向上も見られます。

研究授業の充実・授業改善

付けたい力の明確化
実態把握

前の学年に学習したことや
単元に必要な学習内容の
定着状況を把握するための
テストを行います。

手立ての検討
レディネステストを基に，つまず
きの大きかった児童の定着して
いる力とつまずきの要因を検討
し，効果的な手立てについて考
えます。

事前に把握したつまずきの大きい児童の授業での
様子や記述内容をもとにして，手立ての効果や改善
案について協議します。

放課後補充学習の充実

導入
単 元 を 貫 く
ゴールを設定
し，学習意欲
を高めます。

「学習意欲が低い」

実態把握と保護者連携
保護者に放課後補充学習のね
らいや日時などについて知らせ
ます。
授業やテストなどから，児童の
実態を把握して，参加する児童
を決めます。

教材準備
学習につまずいている内容が
身に付くようなプリント等を作成
します。

がんばりカード
学習したことを記録させ，
事後に自己評価させたり，
ご褒美シールを貼らせたり
して満足感をもたせます。

手立て
つまずきを解消す
るために効果的な
視覚化，焦点化，
共有化，動作化な
どの手立てを行います。

まとめ
教科の見方・考え
方のポイントとなる
キーワードを示します。

ふり返り
視点を示して

個別指導
学年の先生で，個別の指導を行います。

などの悩みを解決する

わ・・わかったこと
が・・がんばったこと
と・・ ともだちから学んだこと
も・・ もっと知りたいこと
に・・にちじょう生活に広げられること
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呉市立広小学校

①まっすぐな線のことを

（ ）という。

②５㎝の直線をひきましょう。

③⊿の色板を４枚ならべて，

□の形をつくりましょう。

たくさん図形があると
長方形と正方形がまだ
よく分からないな。

長方形や正方形の
定義を確認してか
ら図形を探させる
問題を用意しよう。

辺の数を指でなぞり
ながら数えてみよう。
辺の長さはどうかな。

長方形と正方形の
違いがよく分かって
うれしいな。

実践（授業の流れ）実態把握と手立ての検討（事前） 手立ての検証（事後）

？

実態把握と教材の検討 実践

授業でも自信をもって
発表できそうだ。

振り返り

保護者

学習で心配なことがありましたが，
先生方が丁寧に見てくださるので
力が付いてきてうれしいです。

個別指導を通して児童のつま
ずきがより分かり，授業での
手立てに役立てることができ
ました。

先生

保 護 者 ・ 先 生 の 声

辺をなぞることで図形についてよく分
かったよ。向かい合う辺などの言葉で
どんな図形か説明することができたよ。

向かい合う辺の長さが
等しくないから長方形
じゃないよ。

実態把握テスト

指でなぞったり直角を
確かめたりするとよく
分かった。

ふり返りの視点

学年→ブロック→全体

実態の検討

三角形を組み合わせて四角形をつくるこ
とができていないな。辺の数や辺の長さ
に着目できるような手立てが必要だな。

直線という言葉が分かってないな。辺や頂点
など算数用語や向かい合うという意味が
分からないかもしれないな。

②辺に着目できるよ
うに辺に色を付けて
焦点化しよう。

①視覚化・操作化し
て図形の定義を理解
できるようにしよう。

③算数用語の意味が
理解できるような
言葉を考えよう。

④図形の性質を動作
化して理解できるよ
うにしよう。

手立てのアイデア

動作化したことで向か
い合う辺や図形の性質
を理解できていたな。

辺をなぞることで辺の
数に着目して図形を判
断できていたな。

辺や角などの算数用語を
正しく使っていて，意味
が理解できていたな。

課題は色々な図形が混
ざると，区別するのが
難しそうだったな。

児童の姿を基にした手立ての検証

学び合い
自分達の考え
を伝え合って
理解を深めます。

単元のゴール

授業観察シート

辺が切れていて囲まれて
いないから長方形じゃな
いよ。

③共有化

「辺は，へーん」
「頂点はツンツンして
いたいところ」

④動作化

向い合う辺は，賞状
をもつ手の位置。

②焦点化

向い合う辺に色を
付けて長さに着目
できるようにする。

「いーち。にーい。さーん。
しーい。4本の直線で囲
まれているから四角形」

①視覚化・操作化

個に焦点を
あてた

おもちゃ祭りで
使う形パズルを
つくろう。

効果的な手立てについて検証
し，授業改善の流れを共有す
ることができました。

呉市立広小学校 検索詳しくは

三角形，四角形を知り，
作図したり弁別したり
することができる。

個
の
実
態
に
応
じ
て

第２学年 算数科「三角形と四角形」の事例

手立ての具体
①

② ③

④

行います。

角は直角かな。


